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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

10/26現在 

父島 

99.6/100 

母島  

95.6/100 

 

9 月気象状況    （父島） 

最高気温   32.4℃ 

最低気温   24.0℃ 

平均気温   27.7℃ 

平均湿度   88％ 

月降水量   196mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（10/1） 

             2,623人 

             父島      母島                

  人口      2,152人   471人 

  世帯      1,233    268 

                                               

   
 

ＮＯ．6８０ 

平成 29年(2017) 

11/1(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 
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10
月
22
日
に
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◎
小
笠
原
村 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
７
３
２
人 

《
母
島
》
３
８
２
人 

 

《
合
計
》
２
１
１
４
人 

【
投
票
率
】 

 

《
父
島
》
６
０
・
５
７
％ 

 

《
母
島
》
６
９
・
３
７
％ 

 

《
合
計
》
６
２
・
１
６
％ 

【
得
票
数
】 

《
小
選
挙
区
選
出
》 

 
 
 

香
西 

か
つ
介 

 
 

２
２
７
票 

 
 
 

石
原 

ひ
ろ
た
か 

 

５
５
４
票 

 
 
 

ま
つ
ば
ら 

仁 
 
 

４
６
６
票 

 
 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 
 

６
７
票 

 

《
比
例
代
表
選
出
》 

 
 
 

日
本
共
産
党 

 
 
 

１
３
１
票 

 
 
 

希
望
の
党 

 
 
 
 

２
７
０
票 

 
 
 

幸
福
実
現
党 

 
 
 
 
 

８
票 

 
 
 

社
会
民
主
党 

 
 
 
 
 

６
票 

 
 
 

日
本
の
こ
こ
ろ 

 
 
 

１
９
票 

 
 
 

立
憲
民
主
党 

 
 
 

２
２
５
票 

公
明
党 

 
 
 
 
 

１
０
３
票 

自
由
民
主
党 

 
 
 

４
４
３
票 

 
 
 

日
本
維
新
の
会 

 
 
 

３
６
票 

 
 
 

支
持
政
党
な
し 

 
 
 

４
０
票 

 
 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 
 

３
３
票 

◎
東
京
３
区
結
果 

 

当
選 

石
原 

ひ
ろ
た
か 

 
              

１
０
７
７
０
８
票 

 

比
例 

ま
つ
ば
ら 

仁 
 

 
 
              

９
４
３
８
０
票 

 
 
 
 

香
西 

か
つ
介 

 
 
 
            

４
５
０
８
８
票 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

  

小
笠
原
村
建
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。 

【
健
診
会
場
】 

 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

【
内
容
】 

○
基
本
健
診
（
特
定
健
康
診
査
等
） 

 

○
そ
の
他
が
ん
検
診
等
（
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん 

結
核
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、 

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
） 

【
対
象
者
】
年
齢
基
準
日
は
平
成
30
年
３
月
31
日 

《
基
本
健
診
》 

○
30
歳
～
39
歳
で
、
村
に
住
所
を
有
す
る
方
（
加

入
さ
れ
て
い
る
保
険
に
よ
っ
て
、
基
本
健
診
の

対
象
で
な
い
方
も
い
ま
す
。） 

○
40
歳
～
74
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
（
年
度
の
途
中
に
国
保
に
加
入
ま
た
は

脱
退
し
た
方
も
含
む
） 

 

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方 

○
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

○
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
の
方 

○
協
会
け
ん
ぽ
の
被
保
険
者
で
35
歳
以
上
の
方 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
村

役
場
で
の
受
付
を
済
ま
せ
た
方 

《
そ
の
他
が
ん
検
診
等
》 

○
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
結
核
検
診
（
Ｘ
線
）・
大

腸
が
ん
検
診 

40
歳
以
上
の
方 

○
肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
）
50
歳
以
上
の
ハ
イ
リ
ス

ク
な
方
等 

○
婦
人
科
検
診
（
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
） 

30
歳
以
上
の
方 

 

子
宮
頸
が
ん
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
20
歳
・

25
歳
の
方 

○
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査 

40
歳
の
方 

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

40
歳
以
降
で
５
歳
刻

み
の
節
目
年
齢
の
方 

※
所
属
さ
れ
て
い
る
事
業
所
で
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
で
、
事
業
所
の
実
施
す
る
健
康

診
断
を
受
診
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
受
診
す
る
予

定
の
方
は
、
基
本
健
診
の
対
象
者
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

※
基
本
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
方
は
、
住
民
と

し
て
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
本
健
診
の
受
診
対
象
者
で
な
い
方
で
、《
そ

の
他
が
ん
検
診
等
》
を
受
診
す
る
方
は
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

※
職
域
健
診
の
対
象
者
は
年
齢
基
準
が
異
な
る
場 

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
の
担
当
者
の
方
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
受
付
期
間
】 

※
健
診
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

11
月
１
日
（
水
）
～
16
日
（
木
） 

午
前
8
時
～
午
後
5
時
15
分 

 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
・
土
日
、祝
日
は
除
く
） 

【
予
約
方
法
】 

○
父
島
は
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
母
島
は
窓
口
で
、

氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
の
種
類
、
希
望
の
日
時
・
検
査
項
目

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
日
時
は
、
時
間
帯
ご
と
に
人

数
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
希
望
ど
お
り
に
い
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
胃
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
な
い
方
は
、
な
る
べ

く
午
後
の
時
間
帯
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
健
診
受
診
の
注
意
事
項
】 

○
対
象
者
に
は
、
11
月
初
旬
に
問
診
票
を
送
付
し
ま

す
。問
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

○
必
要
事
項
を
記
入
し
た
問
診
票
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
受
診

券
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
今
年
度
40
歳
に
な
る
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
実
施
し
ま
す
。
問
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
の
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
は
保
健
所
で
実
施
し

ま
す
。
先
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
済
ま
せ
て
か

ら
、
保
健
所
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

○
託
児
所
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
子
様
連
れ
の
方
は

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
戯
室 

 

《
母
島
》
沖
村
都
住
集
会
所 

○
予
約
時
間
は
受
付
時
間
の
目
安
で
す
。
受
診
時
間

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
呼
び
出
し
の
順
番
は
予
約
時
間

を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
時
間
を
過
ぎ
て
し
ま 

っ
た
場
合
は
、
次
の
予
約
枠
の
方
が
優
先
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
の
婦
人
科
検
診
・
胃
が
ん
検
診
は
、
待
ち
時

間
が
１
～
２
時
間
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
両
検
診
を
同
日
に
受
診
す
る
場
合
は
、
午
前
と

午
後
に
分
け
て
予
約
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
日
の

混
み
具
合
に
よ
っ
て
午
前
中
に
両
検
診
を
ご
案
内
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

○
婦
人
科
検
診
に
つ
い
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て

内
地
で
受
診
し
た
方
、
ま
た
は
受
診
す
る
予
定
の
方

は
、
今
回
の
健
康
診
断
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。 

○
特
定
健
診
受
診
券
を
お
持
ち
の
集
合
契
約
の
方
で
、

自
己
負
担
額
の
記
載
の
あ
る
方
は
、
来
年
度
よ
り
受

付
時
に
自
己
負
担
額
（
５
０
０
円
程
度
）
を
徴
収
し

ま
す
。
詳
細
は
来
年
度
改
め
て
広
報
い
た
し
ま
す
。 

 

●
予
約
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

   

衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果 

第
40
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 

健診受付時間： 

午前８時～11時、午後１時～３時  

※父島の肺がん検診レントゲン撮影

は午前８時３０分～正午。 

午後１時３０分～４時００分（25 日は正

午まで）。 

 

乳がん検診・子宮頸がん検診の受付

時間は午後４時（２５日は正午）まで。 
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【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
方 

【
検
査
方
法
】 

検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

※
２
次
検
査
は
、
内
地
医
療
機
関
で
の
検
査
と
な
り

ま
す
。 

【
申
込
方
法
】 

下
記
申
込
日
と
場
所
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
込
時

に
検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。 

【
申
込
・
提
出
日
時
、
場
所
】 

                           

○
注
意
事
項 

 

母
島
で
受
け
取
っ
た
容
器
を
父
島
で
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
の
都
合
等
で
父
島
で
受
診

さ
れ
る
場
合
は
、
父
島
健
診
期
間
中
に
改
め
て
申
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

   

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
50
歳
以
上
で

喫
煙
指
数
（
１
日
の
喫
煙
本
数×

喫
煙
年
数
）
が
４

０
０
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
上
で
６
ヶ
月
以
内
に

血
痰
の
あ
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方 

【
検
査
方
法
】 

専
用
容
器
に
３
日
間
の
「
た
ん
」
を
取
り
、
提
出

し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
。
採
取
し

た
検
体
は
11
月
の
小
笠
原
村
健
康
診
断
の
際
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
方
法
】 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
は
、

代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
申
込
期
間
】
11
月
１
日
（
水
）
～
16
日
（
木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

  

母
島
小
中
学
校
で
は
、
学
芸
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
11
月
３
日
（
金
）
午
前
８
時
45
分
～
正
午 

【
会
場
】
本
校
体
育
館 

【
お
願
い
】
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
車
で
の

来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
中
学
校 

３
―
２
１
８
１ 

     

第
６
期
扇
浦
宅
地
分
譲
（
第
２
回
分
譲
・
第
４
次

募
集
）
の
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。 

 

【
受
付
期
間
】 

11
月
13
日
（
月
）
～
30
日
（
木
） 

 

（
土
日
祝
日
を
除
く
） 

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時 

【
受
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
村
役
場
財
政
課 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

２
―
３
１
１
２ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え

す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
14
日
（
火
）
午
前
11
時
こ
ろ 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

        

場 所 ・ 

       日 時 

 
検 査 項 目 

母島  ：  診療所  父島  ：地域福祉センター  ／ 肺ﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影は保健所  

11／17(金) 11／18（土） 1１／20（月） 11／21（火） 11／22（水） 11／23(木) 11／24（金） 11／25（土） 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

基本健診 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

肺がん検診 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

乳・子宮頸がん

検診 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
正午

まで 

胃がん検診 ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

 

＜日時・場所・検査項目＞ 

 申込日 

・場所 
採便日 提出日 提出時間 提出場所 

父島 

11月 20日

～25日 

地域福祉 

センター 

11月 24日～

11月 27日 

より 2日間 

11月 25日 13～15時 
地域福祉 

センター 

11月 27日 8～9時 
村民課福祉

係 

母島 

11月 1日～

16日 

 

母島支所 

11月 16日～

11月 18日 

より 2日間 

11月 17日 
8～11時 

13～15時 
母島診療所 

11月 18日 8～11時 

 

「ふくしだより」に記載した提出時間から変更となっています。お間違いになら

ないよう、お気を付けください。 

大
腸
が
ん
検
診
（
１
次
検
査
） 

肺
が
ん
（
喀
た
ん
検
査
）
検
診 

母
島
小
中
学
校 

学
芸
会 

第
６
期
扇
浦
宅
地
分
譲
（
第
２
回
分

譲
・
第
４
次
募
集
）
の
応
募
に
つ
い
て 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 
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※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１  

   

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
等
の
災
害
時
の
備
え
と
し

て
保
存
水
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
品
質
保
持
期
限

切
れ
の
保
存
水
の
有
効
活
用
と
し
て
、
村
民
の
皆
さ

ま
に
配
布
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

飲
料
水
と
し
て
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
車
両

の
洗
浄
や
庭
木
の
水
や
り
な
ど
、
ご
家
庭
で
の
生
活

用
水
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
配
布
場
所
】
小
笠
原
村
役
場 

本
庁
舎
入
口 

【
配
布
日
】
11
月
14
日
（
火
）
か
ら 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１  

   

【
実
施
日
程
】
11
月
17
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
11
月
24
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

     

◎
源
泉
徴
収
義
務
の
方
へ 

給
料
（
賃
金
）
や
利
子
・
配
当
、
退
職
金
、
弁
護

士
・
税
理
士
な
ど
へ
報
酬
な
ど
を
支
払
う
個
人
お
よ

び
法
人
（
源
泉
徴
収
義
務
者
）
は
、
所
定
の
方
法
で

所
得
税
（
国
税
）
を
計
算
し
て
、
そ
の
支
払
を
す
る

際
に
差
し
引
き
、
ま
と
め
て
税
務
署
に
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
う
ち
、
給
与
（
賃
金
）
の
源
泉
徴
収
義
務
者

が
、
従
業
員
（
受
給
者
）
の
一
年
間
の
給
与
か
ら
そ

の
年
の
所
得
税
を
計
算
・
確
定
し
、
源
泉
徴
収
し
た

所
得
税
と
精
算
（
年
末
調
整
）
す
る
こ
と
で
従
業
員

の
所
得
税
の
納
税
が
完
結
し
ま
す
（
こ
れ
に
よ
り
、

給
与
所
得
者
の
多
く
は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
）。
こ
の
際
、
源
泉
徴
収
義
務
者
は
、

受
給
者
に
「
源
泉
徴
収
票
」
を
交
付
し
、
税
務
署
に

「
法
定
調
書
」
を
作
成
し
提
出
す
る
な
ど
の
必
要
が

あ
り
ま
す
（
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
従
業
員
（
受
給
者
）

の
住
所
地
の
市
町
村
に
は
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）。 

こ
れ
ら
の
交
付
や
提
出
は
、
平
成
30
年
１
月
31

日
（
水
）
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
で
使
用
す
る
用
紙
や
手
引

き
、
源
泉
徴
収
税
額
表
、
法
定
調
書
な
ど
の
用
紙
や

手
引
き
な
ど
は
、
村
役
場
の
窓
口
や
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ
」
か
ら

入
手
で
き
ま
す
（
複
写
式
の
手
書
き
用
「
給
与
支
払

報
告
書
」
は
、
窓
口
配
布
の
み
で
す
。
必
要
な
種
類
・

枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
）。 

 

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ 

検
索 

  

◎
年
末
調
整
等
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催 

給
料
（
賃
金
）
や
利
子
・
配
当
、
退
職
金
、
弁
護

士
・
税
理
士
な
ど
へ
報
酬
な
ど
を
支
払
う
個
人
お
よ

び
法
人
（
源
泉
徴
収
義
務
者
）
が
行
う
次
の
事
務
手

続
き
に
つ
い
て
、
芝
税
務
署
に
よ
る
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 

【
内
容
】「
年
末
調
整
の
仕
方
」「
法
定
調
書
の
作
成
」 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
17
日
（
金
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
17
日
（
金
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

芝
税
務
署 

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１ 

自
動
音
声
案
内
に
従
い
２
を
押
し
、
交
換
手
に
次
の

内
線
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

○
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
に
つ
い
て 

 

源
泉
所
得
税
担
当 

内
線 

３
０
３
２
～
３
５ 

○
法
定
調
書
に
つ
い
て 

 
管
理
運
営
第
１
部
門 

内
線 

１
０
０
３
・
０
４ 

 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

   

集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
と
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

被
害
の
相
談
や
家
屋
の
点
検
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

被
害
相
談
や
家
屋
点
検
は
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

ま
た
家
屋
の
駆
除
作
業
や
防
蟻
処
理
は
、
専
門
業

者
に
よ
り
有
料
で
施
工
し
て
い
ま
す
。 

 

【
申
込
期
間
】
11
月
20
日
（
月
）
～
12
月
５
日(

火) 

【
対
策
日
程
】 

《
母
島
》
12
月
６
日
（
水
）
～
９
日
（
土
） 

《
父
島
》
12
月
11
日
（
月
）
～
14
日
（
木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

     

小
笠
原
村
の
中
学
生
の
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
小
笠
原
村
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

【
父
島
】 

最
優
秀
賞 

２
年 

辻
井 

久
遠 

優
秀
賞 

 

３
年 

矢
嶋 

音 

 

【
母
島
】 

最
優
秀
賞 

３
年 

植
村 

花 

優
秀
賞 

 

１
年 

寺
戸 

藍
波 

（
敬
称
略
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３

保
存
水
の
配
布 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

所
得
税
（
国
税
）
源
泉
徴
収 

義
務
者
の
方
へ 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 



  NO．680   平成 29（2017）年 11 月 1 日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-5- 

   

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、

未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト 

検
索 

 

●
問
合
せ
先 

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ

イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５ 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３  

     

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
護
者
・
卒
業
生
・
地
域
の
皆
様
方
の
多
く
の
方
の

参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

○
12
月
１
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
８
時
（
ナ
イ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
） 

○
12
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
ラ
イ

ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
午
前
10
時
25
分
～
） 

○
12
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時 

【
場
所
】
体
育
館 

【
そ
の
他
】
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
上

履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２ 

 

11
月
は
、
防
災
訓
練
実
施
の
た
め
、
村
民
相
談
の

日
付
を
変
更
し
ま
す
。 

【
実
施
日
】
11
月
15
日
（
水
） 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

    

小
笠
原
村
は
10
月
に
小
笠
原
村
簡
易
水
道
経
営

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
経
営
戦
略
で
は
30
年

ぶ
り
に
水
道
料
金
体
系
の
見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
た
め
、
来
月
開
催
の
村
議
会
に
水
道
料
金
改

正
の
条
例
案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。 

今
回
の
改
訂
で
は
村
の
財
政
健
全
化
の
た
め
に
水

道
料
金
を
平
均
11
％
ア
ッ
プ
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
節
水
効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
料
金

体
系
の
見
直
し
も
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
も
同
様
に
見
直

し
を
行
う
予
定
で
す
。 

な
お
、
小
笠
原
村
簡
易
水
道
経
営
戦
略
は
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
小
笠
原
村
建
設
水
道
課
、
母
島

支
所
窓
口
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。 

改
定
実
施
時
期
等
は
、
議
会
の
承
認
を
い
た
だ
い

た
後
、調
整
作
業
を
経
て
あ
ら
た
め
て
広
報
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
建
設
水
道
課 

２
―
３
１
１
５ 

   

【
応
募
資
格
】
昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ 

【
申
込
締
切
】
12
月
６
日
（
水
） 

【
試
験
日
】
12
月
23
日
（
土
） 

※
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
試
験
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

   

小
笠
原
村
で
は
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
に
つ
い
て
、
村
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

次
に
該
当
す
る
方
は
、
接
種
費
用
１
回
に
限
り
、
予

防
接
種
料
金
半
額
の
助
成
を
行
い
ま
す
。 

※
助
成
後
の
接
種
費
用
は
、
２
，
３
２
０
円
と
な
り

ま
す
。 

【
対
象
者
】 

①
接
種
日
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
の
方
。 

②
接
種
日
に
お
い
て
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ

っ
て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）
を
有
す
る
方
。

（
要
認
定
） 

 

助
成
対
象
の
方
は
接
種
を
受
け
る
際
、
診
療
所
に

て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」（
水
色
）

に
記
入
し
診
療
所
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

②
に
該
当
す
る
方
は
、認
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

接
種
前
に
村
民
課
福
祉
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
村
内
の

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当

す
る
方
は
、
接
種
費
用
を
公
費
助
成
し
ま
す
。 

  

助
成
を
受
け
る
方
は
、
予
防
接
種
後
、
村
役
場
も

し
く
は
母
島
支
所
に
て
「
村
民
税
非
課
税
証
明
書
」

を
取
得
し
、
申
請
（
還
付
）
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
手
続
き
に
は
次
の
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。 

○
印
鑑 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
際
の
領
収
書 

○
振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

   

出
張
期
間
：
９
月
24
日
～
10
月
12
日 

・
国
会
議
員
と
の
面
談 

・
国
、
東
京
都
関
係
機
関
挨
拶 

・
硫
黄
島
訪
島
事
業
に
係
る
打
合
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

        

10
月
か
ら
、
東
京
家
庭
裁
判
所
の
家
事
調
停
・
審

判
手
続
に
つ
い
て
は
、
東
京
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
出
向
か

な
く
て
も
、
小
笠
原
村
の
施
設
（
父
島
・
母
島
）
等

の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
そ
の
手
続

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
利
用
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
家
庭
裁
判
所
事
件
係 

 

０
３
―
３
５
０
２
―
８
３
３
１ 

   

潮
路
橋
の
架
替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
安
全
確
保
の
た
め
、
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
通
行
止
め
期
間
】
11
月
25
日
～
平
成
30
年
２
月

下
旬 

11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日
は

「
年
金
の
日
」
で
す 

 

小
笠
原
小
学
校
展
覧
会 

 

Ｏ
Ｇ
Ａ
ｒ
ｔ 

Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
～
と
び
こ
め
！
ア
ー

ト
の
海 

村
民
相
談
の
変
更 

小
笠
原
村
簡
易
水
道
経
営
戦
略
を 

策
定
し
ま
し
た 

 

 

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

予
防
接
種
費
に
つ
い
て 

 

  

 イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

予
防
接
費
用
助
成 

 

 

 

家
庭
裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 

村
長
出
張
報
告 

 

潮
路
橋
通
行
止
め 

村
職
員
募
集
（
理
学
療
法
士
） 
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●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

２
―
２
１
６
２ 

      

潮
路
橋
工
事
の
影
響
に
よ
り
、
通
行
止
め
期
間
中

は
村
営
バ
ス
の
循
環
線
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
ま
す
。 

 

奥
村
運
動
場
バ
ス
停
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
バ
ス
停
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

２
―
２
１
６
２ 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 

２
―
３
９
８
８ 

 

東
京
都
で
は
母
島 

乳
房
山
に
至
る
歩
道 

施
設
の
老
朽
化
に
伴 

い
、
改
修
工
事
を
実 

施
し
て
い
ま
す
。 

 

急
斜
面
地
の
木
道 

を
改
修
す
る
期
間
、 

利
用
者
の
安
全
に
考 

慮
し
、
一
部
の
区
間 

を
通
行
止
め
と
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

通
行
止
め
期
間
中
、 

歩
道
を
周
回
す
る
こ 

と
は
で
き
ま
せ
ん
の 

で
ご
注
意
願
い
ま
す
。 

な
お
、
西
ル
ー
ト 

を
往
復
し
て
山
頂
へ 

登
頂
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。 

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
通
行
止
め
期
間
】
11
月
６
日
～
22
日 

【
通
行
止
め
区
間
】
乳
房
山
山
頂
～
東
ル
ー
ト
入
口 

 

●
問
合
せ
先 小

笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
５ 

   

    

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を
行
い
ま
す
。
安
全
確

保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を

通
行
止
め
に
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と

な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を

除
く
、
別
図
参
照
） 

 

【
作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

《
11
月
８
日(

水)

》 

①
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

②
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

《
11
月
22
日
（
水
）》 

 

④
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 

●
問
合
せ
先 小

笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
７

 

母
島
乳
房
山
歩
道
の
通
行
止
め 

 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除 

お
よ
び
通
行
止
め 

 

村
営
バ
ス
の
バ
ス
停
に
つ
い
て 
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平
成
30
年
３
月
30
日
ま
で
の
間
、
小
笠
原
総
合

庁
舎
建
築
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
庁
舎
敷
地
へ
の
工
事
車
両
の
進
入
や
来

客
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
る
等
、
来
庁
さ
れ
る

皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
。 

 

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
２
４
５ 

   

【
日
時
】
11
月
27
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】 

母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
離 

職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２  

    

【
期
間
】
11
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
） 

【
時
間
】
１
時
限
目 

午
前
８
時
20
分
～
６
時
限
目 

午
後
３
時
20
分
終
了 

※
11
月
17
日
（
金
）
は
保
護
者
会
の
た
め
午
後
２
時

20
分
終
了 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】
当
日
受
付
に
て
配
布
し
ま

す
。 

【
そ
の
他
】お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

大
勢
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

２
―
２
３
４
６ 

     

小
笠
原
高
校
で
は
、
家
庭
科
免
許
を
持
っ
た
人
材

を
探
し
て
い
ま
す
。 

 

詳
細
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

２
―
２
３
４
６ 

       

◎
父
島 

【
日
時
】
11
月
２
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

◎
母
島 

【
日
時
】
11
月
２
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
） 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン 

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の

み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
日
受
診
で
き
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
11
月
10
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
30

分 【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
11
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時
15
分
～
11

時 【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム ●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 

３
―
２
１
１
１ 

        

◎
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
と
お
話
し
会 

親
子
で
楽
し
め
る
手
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
通

し
て
、
お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

日
々
の
子
育
て
の
悩
み
や
疑
問
も
お
受
け
い
た
し
ま

す
。
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

 

【
対
象
者
】
乳
幼
児
の
お
子
様
と
そ
の
保
護
者 

【
日
時
】
11
月
４
日
（
土
） 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

０
～
１
歳 

午
前
10
時
45
分
～
正
午 

２
～
３
歳 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

【
講
師
】
臨
床
発
達
心
理
士
・
日
本
児
童
教
育
専
門

学
校
講
師 

渡
邊
眞
理
氏
、
臨
床
発
達
心
理
士 

竹

田
真
木
氏  

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

  

  

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
11
月
15
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
運

動
な
ど
を
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

     

児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
専
門
の
医
師
、
児
童
心
理

司
、
児
童
福
祉
司
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】 

〇
児
童
（
18
歳
未
満
）
の
健
康
に
関
す
る
相
談 

〇
育
成
相
談
（
わ
が
ま
ま
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
学

 
総
合
事
務
所
改
修
工
事 

定
期
予
防
接
種 

  

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

   

乳
幼
児
計
測
会
（
母
島
） 

  

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
（
父
島
） 

    

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

    

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー 

巡
回
相
談 

    

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
高
等
学
校 

授
業
公
開
週
間 

 

時
間
講
師
（
家
庭
科
）
募
集 
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校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、
チ
ッ
ク
、
夜
尿
な
ど
） 

〇
知
的
・
身
体
障
害
相
談
（
知
的
発
達
の
遅
れ
、
肢

体
不
自
由
、
虚
弱
、
自
閉
傾
向
な
ど
） 

〇
養
護
相
談
（
保
護
者
の
病
気
、
離
婚
な
ど
で
子
供

が
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
、
ま
た
は
虐
待
な
ど
子
供

の
人
権
に
か
か
わ
る
と
き
） 

〇
非
行
相
談
（
家
出
、
盗
み
、
乱
舞
、
性
的
い
た
ず

ら
、
薬
物
の
習
慣
な
ど
） 

〇
里
親
に
関
す
る
相
談 

◎
母
島 

【
日
程
】
11
月
９
日
（
木
）
午
後
５
時
30
分
～ 

11
月
10
日
（
金
）
午
前 

【
場
所
】
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

◎
父
島 

 

【
日
程
】
11
月
11
日
（
土
）
午
前
・
午
後 

        

11
月
12
日
（
日
）
午
前 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

          

◎
父
島 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
日
時
】 

11
月
３
日
（
金
）
～
４
日
（
土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 

６
日
（
月
）
～
７
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 

８
日
（
水
）
午
前
の
み 

  

◎
母
島 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
日
時
】 

11
月
10
日
（
金
）
～
11
日
（
土
）
午
前
・
午
後 

◎
受
付
時
間 

【
午
前
】
８
時
30
分
～
11
時
分 

【
午
後
】
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

※
新
規
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
は
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
の
で
、
バ
イ
ク
・
車
で
の
ご
来
院
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

   

◎
医
科 

小
笠
原
村
健
康
診
断
実
施
日
を
休
診
と
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
救
急
患
者
発
生
時
は
、

１
１
９
番
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
休
診
日
】
11
月
16
日
（
木
）
午
後
～
17
日
（
金
） 

 

◎
歯
科 

【
休
診
日
】
11
月
16
日
（
木
）
午
後
～
12
月
６
日

（
水
） 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

  
11
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,482 等級 大人 小人

47,880 40,970 23,940 (-156) 4,230 2,120

(-720) (-610) (-360) 14,412 (+350) (+180)

34,580 27,670 17,290 (-146) 5,080 2,540

(-520) (-410) (-260) 13,258 (+420) (+210)

26,060 20,850 13,030 (-134) 等級 A(6名用) B(4名用)

(-390) (-310) (-200) 1,551
22,870 18,300 11,440 (-16)

(-340) (-270) (-170) 1,154 8,742
等級 村民 村民小人 身障者 (-12) (+448)

39,240 19,620 23,940 8,196
(-590) (-300) (-360) (+420)

25,940 12,970 17,290 7,650
(-390) (-200) (-260) (+392)

19,550 9,780 13,030 876
(-290) (-140) (-200) (+45)

17,160 8,580 11,440 660
(-250) (-130) (-170) (+34)

小口
0.075t以下

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品 伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復

5,000

小口
0.1t以下

2等和室

小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃2等寝台

小口
0.1t以下

特別室

3等品

3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台

11月の燃料油価格変動調整金

 

   

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
中
心
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
「OGASAWARA ISLAND JAZZ 2017

」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

◎
父
島
会
場 

【
日
時
】
11
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
～
午
後
９
時

※
雨
天
時
は
翌
日
26
日
に
順
延 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

※
11
月
26
日
雨
天
時
は
二
見
港
船
客
待
合
所 

◎
母
島
会
場 

【
日
時
】
11
月
26
日
（
土
）
時
間
は
今
後
発
表 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

※
雨
天
時
は
沖
港
船

客
待
合
所 

  

出
演
者
な
ど
の
詳
細
は
、
今
後
各
掲
示
板
等
で
掲

載
予
定
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
当
日
は

防
災
無
線
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

◎
父
島
会
場
の
屋
台
出
店
の
申
し
込
み
に
つ
い
て 

 

父
島
会
場
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
屋
台
の

出
店
を
募
集
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
11
月
10
日
（
金
） 

【
申
込
方
法
】
販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住

所
、
電
話
番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】夜
店
世
話
人 

福
本
信
孝 

電
話 

０
９

０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

な
お
、
雨
天
で
会
場
が
二
見
港
船
客
待
合
所
と
な

っ
た
場
合
は
、出
店
可
能
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
本
部
直
営
の
出
店
の
み
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

OGASAWARA ISLAND JAZZ 2017

現

地
実
行
委
員
会
事
務
局
（
村
産
業
観
光
課
内
） 

２
―
３
１
１
４  

専
門
診
療
（
眼
科
） 

    

母
島
診
療
所
の
休
診 

    

 

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

お
よ
び
屋
台
出
店
者
募
集 
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第
53
回
「
月
の
う
さ
ぎ
」 

月
の
も
よ
う
は
、
日
本
で
は
う
さ
ぎ
の
形
。
ど
ん

な
う
さ
ぎ
か
な
？
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
11
月
29
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30

分 【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
11
月
28
日
（
火
） 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

２
―
７
３
３
３  

    

◎
講
演
会 

ド
ロ
ー
ン
操
縦
の
第
一
人
者
で
あ
る
請
川
氏
を
お

招
き
し
、
村
民
を
対
象
と
し
た
「
小
笠
原
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を

実
施
し
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
11
月
24
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８
時
30

分 【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
参
加
費
】
無
料 

 

◎
操
縦
技
術
講
習
会 

ド
ロ
ー
ン
の
知
識
や
法
律
等
に
つ
い
て
の
座
学
と
、

実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
操
縦
技
術
講
習
を
実

施
し
ま
す
。
運
用
の
際
、
必
要
な
申
請
な
ど
も
学
べ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加

希
望
の
方
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
） 

【
場
所
】
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

集
会
室 

【
参
加
費
】
上
限
６
万
円 

※
参
加
人
数
に
よ
り
変

動
し
ま
す
。 

【
参
加
資
格
】
ド
ロ
ー
ン
機
体
を
所
持
し
、
当
日
持

参
し
て
操
縦
で
き
る
方 

【
応
募
締
切
】
11
月
17
日
（
金
） 

【
講
師
】
ド
ロ
ー
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト 

請
川
博
一
氏 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

※
悪
天
候
な
ど
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７ 

    
小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 【
日
時
】 

①
12
月
31
日 

午
前
９
時
～
午
後
１
時
頃 

②
12
月
31
日 

午
後
10
時
～
翌
午
前
１
時
頃 

③
１
月
１
日 

 

午
前
７
時
30
分
～
午
後
３
時
頃 

※
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
し
て
頂
け
る
方
を
希

望
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
か
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】 

①
②
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
他 

③
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
時
の
、海
で
の
安
全
管
理（
経

験
者
・
有
資
格
者
歓
迎
） 

【
時
給
】
千
円
～
１
８
０
０
円 

※
募
集
人
数
に
達
し
次
第
、
応
募
を
締
切
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７  

  

【
職
種
】
契
約
職
員
（
一
年
ご
と
の
契
約
更
新
） 

※
勤
務
成
績
に
よ
り
正
職
員
登
用
有
。 

【
業
務
内
容
】
観
光
案
内
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
更
新
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
、
会
計
業
務
・

島
内
の
観
光
業
者
と
の
対
応
・
内
地
の
旅
行
代
理
店

と
の
交
渉
・
外
国
人
観
光
客
へ
の
英
語
対
応
な
ど 

【
募
集
人
数
】
１
名 

詳
し
く
は
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７ 

       

【
開
館
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
、
観
光

船
入
港
中 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
特
別
展
】 

【
本
館
】 

○
「
小
笠
原
の
海
の
仲
間
た
ち
～Bonin Blue

の
生

物
多
様
性
」
展 

11
月
19
日
ま
で
開
催 

 

サ
ン
ゴ
、
魚
、
貝
、
カ
ニ
、
ナ
マ
コ
、
ウ
ニ
、
ヒ

ト
デ
…
小
笠
原
の
海
の
生
き
物
を
調
べ
て
い
く
と
、

多
様
な
自
然
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
展
示
で
は
、
他

の
海
域
で
は
見
ら
れ
な
い
小
笠
原
ら
し
い
海
の
姿
に

迫
り
ま
す
。 

○Select
｢

10｣

展
～
特
別
展
15

年
の
軌
跡
～ 

11
月
30
日
か
ら
開
催 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
見
所
で
あ
る
特
別
展
は
、

平
成
15
年
か
ら
始
ま
り
15
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
開
催
し
た
も
の
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
展

示
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
新
館
】「
つ
な
が
る
島
々
展
」
～
開
催
中 

西
之
島
の
最
新
情
報
を
含
め
、
小
笠
原
の
島
々
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

   

毎
年
11
月
か
ら
12
月
は
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
巣

立
ち
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
属
島
な
ど
か
ら
巣
立
っ
た
若

鳥
が
、雨
や
曇
り
の
夜
、街
の
灯
り
に
誘
わ
れ
て
次
々

と
不
時
着
し
ま
す
。
朝
ま
で
安
全
な
場
所
が
確
保
で

き
れ
ば
、
彼
ら
は
無
事
に
海
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
ん
な
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
を
保
護
す
る
た
め
の
レ

ス
キ
ュ
ー
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。 

◎
父
島 

【
日
時
】
11
月
20
日
（
月
） 

午
後
７
時
～
８
時
30

分
頃 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

◎
母
島 

【
日
時
】
11
月
18
日
（
土
） 

午
後
７
時
～
８
時
30

分
頃 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

〇
内
容 

・
保
護
に
関
す
る
法
律
・
制
度
に
つ
い
て 

・
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
安
全
な

保
護
の
方
法 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

２
―
２
１
２
５ 

    

次
の
①
お
よ
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請

と
利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
開
催 

 

ド
ロ
ー
ン
講
演
会
お
よ
び 

操
縦
技
術
講
習
会
の
開
催 

 

 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト 

ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

職
員
募
集 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
） 
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な
お
、
許
可
証
お
よ
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
） 

父
島
お
よ
び
母
島
等
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト

を
利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡

易
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ

れ
る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

②
調
査
・
研
究
お
よ
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
お
よ
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

◎
父
島
会
場 

【
日
時
】
11
月
21
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分 

た
だ
し
、
当
日
受
講
で
き
な
い
方
は
、
別
途
電
話

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

 

◎
母
島
会
場 

【
日
時
】
11
月
30
日
（
木
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
お
よ
び
会
議
室 

◎
必
要
な
物 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）
お
よ
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２
―
２
１
０
３

      

ペ
ッ
ト
は
、私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
が
、

野
生
に
放
た
れ
て
し
ま
え
ば
、
生
態
系
に
影
響
を
及

ぼ
す
外
来
種
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

小
笠
原
で
は
、
貴
重
な
生
態
系
と
そ
こ
に
生
息
す

る
野
生
動
物
を
守
る
た
め
に
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に

は
特
に
配
慮
が
必
要
で
す
。
小
笠
原
村
で
は
、
既
に

ル
ー
ル
の
あ
る
イ
ヌ
や
ネ
コ
以
外
の
ペ
ッ
ト
に
関
す

る
「
新
し
い
ル
ー
ル
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
関
係

行
政
機
関
や
地
域
の
関
係
者
、
獣
医
師
や
法
律
の
専

門
家
等
と
の
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

【
新
し
い
ル
ー
ル
の
骨
子
（
案
）】  

①
小
笠
原
で
飼
う
こ
と
の
で
き
る
動
物
の
種
類
を
限

定
す
る
。 

②
飼
う
た
め
の
条
件
を
定
め
る
。 

③
飼
う
場
合
は
登
録
制
と
す
る
。 

※
詳
細
は
継
続
議
論
中
で
す
。 

【
経
緯
と
考
え
方
】  

小
笠
原
で
は
、
村
民
の
発
意
に
も
後
押
し
さ
れ
、

平
成
10
年
に
全
国
初
の
ネ
コ
条
例
を
定
め
、
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
17
年
、
ハ
ト
や
海

鳥
へ
の
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
が
発
覚
し
、
関
係
団
体
や

関
係
行
政
機
関
が
協
力
し
た
ネ
コ
の
捕
獲
を
開
始
し

ま
し
た
。
東
京
都
獣
医
師
会
や
内
地
の
飼
育
者
の
支

援
・
協
力
に
よ
り
、
累
計
で
６
０
０
頭
以
上
の
ネ
コ

が
島
外
に
送
ら
れ
ま
し
た
。 

平
成
20
年
か
ら
、
東
京
都
獣
医
師
会
に
よ
る
派
遣

診
療
を
通
じ
、
全
国
で
も
例
が
な
い
ほ
ど
飼
い
ネ
コ

が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
５
月
、
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
の
動
物
対
処
室
に
獣
医
師
が
赴
任
し
、

動
物
を
適
正
に
飼
う
た
め
の
体
制
を
新
た
に
整
え
ま

し
た
。 

ネ
コ
対
策
の
経
験
を
活
か
し
、
そ
し
て
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
新
し
い
ル
ー
ル
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

    

専
門
家
か
ら
も
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
16
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
内
容
】 

○
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と 

 (

公)

東
京
都
獣
医
師
会 

髙
橋
恒
彦
氏 

○
制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て
～
奄
美
の
事
例
か
ら 

神
奈
川
大
学
法
学
部 

諸
坂
佐
利
氏 

○
意
見
交
換 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１  

   
 

 

今
年
度
も
、
内
地
公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と

と
も
に
外
来
種
駆
除
作
業
に
参
加
い
た
だ
け
る
村
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
の
日
時
お
よ

び
作
業
場
所
は
、次
の
①
お
よ
び
②
の
と
お
り
で
す
。

ど
ち
ら
か
１
日
の
み
で
も
、
両
日
で
も
歓
迎
い
た
し

ま
す
。内
地
か
ら
の
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
汗
を
流
し
、

交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
な
お
、
①
の
参
加
者
は
、
自
家
用
車
で
乗
り
合
わ

せ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
日
時
お
よ
び
作
業
場
所
】 

①
12
月
１
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
頃 

 
 

母
島
桑
ノ
木
山
国
有
林 

②
12
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午
頃 

脇
浜
な
ぎ
さ
公
園
お
よ
び
静
沢
遊
歩
道
周
辺
国
有
林 

【
集
合
】
午
前
９
時
ま
で
に
沖
港
船
客
待
合
所 

【
作
業
内
容
】
ア
カ
ギ
、
ギ
ン
ネ
ム
、
オ
オ
バ
ナ
セ

ン
ダ
ン
グ
サ
等
の
駆
除
作
業
お
よ
び
清
掃
作
業 

【
募
集
期
間
】
11
月
１
日
（
水
）
～
10
日
（
金
）
※

平
日
の
み 

【
そ
の
他
】
当
日
の
帽
子
、
軍
手
、
雨
具
、
タ
オ
ル
、

お
弁
当
、
飲
料
な
ど
は
、
各
自
ご
持
参
願
い
ま
す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
窓
口 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 

   

世
界
遺
産
地
域
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
の

管
理
計
画
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
策
定
か
ら
年

数
が
経
ち
、
改
定
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

作
業
部
会
で
は
地
域
の
関
係
団
体
の
皆
様
と
と
も

に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
で
は
科
学
委

員
会
の
専
門
家
と
と
も
に
、
現
状
を
踏
ま
え
て
、
最

新
の
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
改
定
に
向
け
た
議

論
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加
・
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

◎
管
理
計
画
改
定
作
業
部
会 

【
日
時
】
11
月
15
日
（
水
）
午
後
４
時
30
分
～
６

時
30
分 

【
会
場
】 

《
父
島
》
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

《
母
島
》
村
役
場
母
島
支
所 

会
議
室 

【
議
題
】
管
理
計
画
改
定
案
の
検
討 

◎
管
理
計
画
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改
定
Ｗ
Ｇ 

【
日
時
】
11
月
17
日
（
金
）
午
前
９
時
～
11
時 

【
会
場
】 

《
父
島
》
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
議
題
】
管
理
計
画
改
定
案
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

改
定
案
の
検
討 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
１
７
４ 

 

固
有
森
林
生
態
系
回
復 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
（
母
島
） 

 

 

管
理
計
画
改
定
お
よ
び
管
理
計
画
等

改
定
Ｗ
Ｇ
に
つ
い
て 

 

ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
と
共
存
す
る
た

め
の
新
ル
ー
ル
に
つ
い
て 

人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
が
共
存
す

る
島
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催 
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そ
ろ
そ
ろ
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
到
来

か
？  

 

こ
こ
小
笠
原
海
域
で
は
、
毎
年
冬
か
ら
春
に
か
け

て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
繁
殖
の
た
め
に
北
の
海
か
ら
や

っ
て
き
ま
す
。
ク
ジ
ラ
の
数
が
増
え
始
め
る
の
は
12

月
以
降
に
な
り
ま
す
が
、
例
年
、
11
月
中
に
は
最
初

の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
発
見
が
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
２
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
昨
年

は
11
月
13
日
に
、
昨
年
は
一
足
早
く
11
月
２
日
に

最
初
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
今
年

も
す
で
に
10
月
中
に
は
来
遊
が
確
認
さ
れ
た
そ
う

で
す
ね
。
小
笠
原
で
も
そ
ろ
そ
ろ
初
ザ
ト
ウ
が
見
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

                 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
毎
年
12
月
か
ら
５
月
末
ま
で
の
期

間
、ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

毎
朝
30
分
間
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
の
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

先
に
挙
げ
た
グ
ラ
フ
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
観
測
結

果
と
こ
れ
ま
で
の
平
均
値
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
の
傾
向
と
し
て
、
12
月
の
発
見
頭
数
は

例
年
並
み
で
あ
り
、
１
月
後
半
か
ら
４
月
に
か
け
て

は
、
例
年
よ
り
も
発
見
頭
数
が
多
い
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
さ
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
ど
の
よ
う
な
ザ
ト
ウ

シ
ー
ズ
ン
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
今
か
ら
非
常
に

楽
し
み
で
す
ね
。
も
し
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し

た
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
と
て
も

貴
重
な
情
報
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で

ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５  

   

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
三
十
一
貝
「
Ａ
Ｉ
と
マ
イ
マ
イ
」 

 

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
ブ
ー
ム
で
す
。
近
く
人
間

の
仕
事
の
大
半
は
Ａ
Ｉ
に
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
先
生
な
ど
、
真
っ

先
に
仕
事
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。 

ち
な
み
に
現
在
の
Ａ
Ｉ
を
支
え
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
技
術
は
、
し
ば
ら
く
前
ま
で
は
、
ニ
ュ
ー
ラ

ル
ネ
ッ
ト
に
よ
る
学
習
、と
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
脳
の
神
経
細
胞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
模
し

た
シ
ス
テ
ム
を
計
算
機
上
に
つ
く
り
、
人
間
が
脳
で

学
習
す
る
よ
う
に
、
計
算
機
に
学
習
さ
せ
る
、
と
い

う
も
の
で
す
。 

数
年
ほ
ど
前
か
ら
急
速
な
技
術
の
向
上
に
よ
り
、

大
規
模
な
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ネ
ッ
ト
を
計
算
機
上
に
構

築
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
特
に
デ
ィ

ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
、
今
の
Ａ
Ｉ
の
隆
盛
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。 

生
態
系
保
全
の
分
野
に
も
今
後
ま
す
ま
す
Ａ
Ｉ
が

活
躍
す
る
場
面
は
増
え
そ
う
で
す
。
い
や
、
Ａ
Ｉ
な

ん
か
に
複
雑
な
生
物
の
分
類
や
同
定
は
無
理
だ
ろ
う

っ
て
？ 

小
笠
原
の
化
石
陸
貝
、
カ
ド
バ
リ
オ
オ
カ
タ
マ
イ

マ
イ
が
な
ぜ
新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
た
か
ご
存
知
で

す
か
？ 

あ
れ
は
実
は
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
、
今

で
い
う
Ａ
Ｉ
が
、「
新
種
だ
」、
と
判
別
し
た
の
で
、

新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
た
の
で
す
よ
。 

 

【
文
】
東
北
大
学 

千
葉
聡
【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
そ
の
１
９
８ 

 

―
子
ガ
メ
の
季
節
も
終
わ
り
で
す
― 

 
街
に
隣
接
す
る
大
村
海
岸
は
人
の
暮
ら
し
が
近
い

場
所
に
も
関
わ
ら
ず
、
毎
年
産
卵
が
多
い
砂
浜
の
一

つ
で
す
。
今
年
は
大
村
海
岸
で
の
産
卵
巣
数
が
10
月

下
旬
の
現
在
、
父
島
列
島
で
最
も
多
く
２
７
７
巣
を

記
録
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
２
６
３
巣
の
産
卵
巣
を
海
洋
セ
ン
タ
ー
内

の
ふ
化
場
に
移
植
し
、
そ
こ
か
ら
約
１
万
６
５
０
０

頭
の
子
ガ
メ
が
海
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
時
は

ふ
化
場
内
に
隙
間
が
な
く
な
る
ほ
ど
、
と
こ
ろ
せ
ま

し
と
埋
卵
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
半
ば
に
最
後

の
産
卵
巣
か
ら
子
ガ
メ
が
脱
出
し
放
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
宮
之
浜
、
コ
ペ
ペ
海
岸
で
連
日
開
催

し
た
夜
間
放
流
会
で
は
、
多
く
の
島
内
外
の
方
に
子

ガ
メ
た
ち
の
旅
立
ち
に
立
ち
会
っ
て
い
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
子
ガ
メ
た
ち
が
親
ガ
メ
に
成
長
し
小
笠
原
へ
戻

っ
て
く
る
の
は
お
よ
そ
40
年
後
で
す
。
絶
滅
危
惧
種

で
あ
る
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
将
来
を
小
さ
な

甲
羅
に
背
負
っ
て
い
る
か
と
思
う
と
子
ガ
メ
た
ち
が

可
愛
い
だ
け
で
な
く
、
た
く
ま
し
く
も
見
え
て
き
ま

す
。
我
々
の
こ
う
し
た
保
全
活
動
や
放
流
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
の
思
い
が
実
る
の
も
半
世
紀
後
。
気
が

遠
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
地
道
な
活
動

と
皆
様
の
ご
支
援
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

盆
踊
り
の
最
中
、
予
想
よ
り
早
く
脱
出
し
て
し
ま

っ
た
子
ガ
メ
が
広
場
へ
出
て
き
て
し
ま
い
、
島
の
子

ど
も
た
ち
に
集
め
て
も
ら
っ
た
り
、
道
路
や
川
に
出

て
し
ま
っ
て
い
た
子
ガ
メ
を
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
り

と
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
子
ガ
メ
の
季
節
は
終
わ
り
で
す
が
、
ふ

化
場
か
ら
脱
出
し
た
３
０
０
頭
の
子
ガ
メ
が
海
洋
セ

ン
タ
ー
内
の
水
槽
で
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
子
ガ
メ
に
癒
さ
れ
に
冬
の
間
も
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 ―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
― 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ

ャ
ー
Ｈ
Ｐ 

http://bonin-ocean.net 
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       行文線未整備区間の計画に関するアンケートを実施します        
都道行文線の整備は保留となっていましたが、東日本大震災を受けて整備の必要性が再認識されました。そのため、津

波浸水想定区域より高い位置に道路がない村道釣浜線から奥村交流センターの区間については、整備が再開することとな

り、整備再開に向けた村民説明会を昨年度から実施しています。 

平成２９年９月２６日に開催された村民説明会において３つのルート案を提示させていただいたところですが、村民の

皆様の意向も踏まえた最適ルートの選定を行うため、小笠原村と小笠原支庁が村民を対象に、ご意見をお聞かせいただく

ためのアンケート調査を実施します。順次、各世帯にアンケート調査票が配布されますので、望ましいルート案を考える

際に重要視される観点等についての調査へご協力をお願いいたします。回答いただいた内容は、小笠原村と小笠原支庁に

て集計を行います。 

行文線未整備区間におけるルート検討では、下記に示す「ルート設定における基本方針」に基づき、３つのルート案を

抽出しています。最適ルート選定の際、皆様が重要だと思う事項についてお聞かせください。また、３つのルート案の詳

細については、アンケート調査票と併せて説明資料を配布いたします。小笠原村ホームページにおいても村民説明会で配

布させていただいた資料を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【実施期間】平成２９年１１月２０日(月)まで 
①配布される「アンケート調査票」に回答を記入し、小笠原支庁・村役場・地域福祉センター・母島支所の入口付近に設

置する投函箱へ投函してください。 

②小笠原支庁・村役場・地域福祉センター・母島支所に「行文線未整備区間の計画に関するアンケート」のコーナーを設

けていますので、こちらでも回答できます。また、アンケート調査票も入手できます。 

③小笠原村ホームページ（「各課のページ」→「総務課」→「防災」）からもアンケート調査票を入手できます。 

（https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/bousai/） 

●問合せ先    防災道路の必要性に関すること   総務課総務係  ２－３１１１ 

行文線未整備区間の整備に関すること 小笠原支庁土木課  ２－２１６３ 

＜ルート設定における基本方針＞ 

○起点は既設行文線の終点端末部とし、 

終点は奥村交流センター付近に設定する 

○津波の被害を受けない道路高さを確保する 

○道路構造令を遵守し、かつ地形の改変は 

最小限に抑制する 

○自然環境関連のコントロールポイント等 

に配慮する 

＜複数ルート案の抽出＞ 

ル
ー
ト
設
定
の
基
本
方
針 

地上を通過する案 
（地 上 案） 

地中を通過する案 
（トンネル案） 

一部地中を通過する案 
（一部トンネル案） 

案 
１ 

案 
２ 

案 
３ 

注 記                                                                                                                                         ※実際の位置とは誤差あり 
【国立公園 特別保護地区】 小笠原自然保護官事務所より提供された「平成２７年度小笠原国立公園における公園計画等の点検にかかる基礎調査業務（環境省 関東地方環境事務所）」報告書のＧＩＳデータを用い反映 
【世界遺産区域】        小笠原自然情報センターＨＰ（環境省）のＧＩＳデータを用い反映（座標縮尺をもたないデータであるため、地形図に合わせて座標位置を変更し、縮尺を補正） 
【森林生態系保護地域】    林野庁関東森林管理局より提供された森林生態系保護地域のＧＩＳデータを用い反映（座標縮尺をもつデータであるが実態とのずれ等があったため、補正内容等を小笠原総合事務所国有林課 

と調整の上、 林野庁関東森林管理局にデータ修正使用の承諾を得たデータを反映）  

※案３は案１をベースに一部地中を通過することで地形改変をさらに抑える案 

津波浸水想定区域 
より高い位置に接続 

村道釣浜線に接続 

既設行文線の終点端末部 

今後の整備のあり方を 
都と村で協議する区間 

村道釣浜線 
等を活用 

小笠原住宅 

小笠原高校 

村道釣

浜線 

父島保育園 

奥村交流 

センター 

行文線（整備済区間） 

湾岸通り 

釣

浜 

地域福祉 
センター 

※自然環境関連のコントロールポイントは、盗掘・ 
乱獲のおそれがあるため詳細情報を不開示とする 

検討会等での意見を踏まえ、以下のコントロールポイントに留意し検討した 

 絶対回避：ムニンビャクダン 

      （道路整備に伴う地形改変幅と同等の離隔を確保） 

 極力回避：国立公園特別保護地区、森林生態系保護地域保存地区、 

      アラゲオガサワラカミキリ生息適地 など 

整備を再開する区間 
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～年に一度の習慣にしませんか？～ 

 

☆小笠原村に住民票がある方 

（職域検診の方は対象年齢が下記と異なるため、職場の担当者にご確認ください。） 

＊小笠原村健康診断の受診対象者でない方で「がん検診のみ」受診の方は、問診票作成が必要なため、早急に福祉係・

母島支所へ申し込みをしてください。 

喀痰検査 

※50 歳以上で１日の喫煙本数×喫煙年数が 400以上、 

又は 40歳以上で６か月以内に血痰のあったハイリスクの方 

3 日分の痰を取り、それを健康診断当日に提出 

します。容器は 11/1～11/16 の期間に配布します。 

胸部エックス線検査※40 歳以上の方 

父島：保健所、母島：診療所(基本健診受診後、その日の

うちに検査をしてください) 

便潜血検査 

消化管からの出血の有無を確認します。陽性の場合は 

精密検査を受診してください。 

 

視触診 超音波検査 

視触診での発見は、ある程度の大きさに限られるため、 

超音波検査やマンモグラフィなどと併用します。 

マンモグラフィは、無料クーポン券を使用して内地 

(元氣プラザ)での実施のみになります。 

視診 

拡大鏡により肉眼では見られない病変を発見します。 

細胞診 

子宮の出口の所の組織を採取して、がん細胞の有無やそ

の種類を調べます。 

 
 

                                

                                 

                                 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

― 村 民 課 福 祉 係― 

―  第 ２ １ ３ 号― 

 

クジラの伝言板 

 
 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

保健師：早期のがんでは症状が出ることが少ないため、定期的ながん検診は早期のがんを発見す 

るのにとても有効なんです。  

クジラ：二人に一人は「がん」になるなんて・・・。とても他人ごとではない話だね。 

保健師：その通りです。『自分には関係ない』などと思わずに、年に 1 回はがん検診を受けるよ 

うにしましょう。今日から受付になりますので、忘れずに予約をお願いします。 

クジラ：大事な家族のためにもがん検診を受けてみようかな♪ 

 

！ 

保健師： 

日本人の死亡原因は、「がん」が第1位です。今では、2人に1人はがんになり、3人に1人はがんで死亡する時代となりました。 

 がんにならないような身体をつくるだけではなく、がんの早期発見・早期治療が大切です。そのためには、がん検診が有効です。 

がん検診の対象者 

あなたが受診できる『がん検診』は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

肺がん 

対象者は肺がん 

検診の欄参照 

大腸がん 

４０歳以上の男女 

乳がん 

３０歳以上の女性 

胃がん  

４０歳以上の男女 

子宮頸がん 

３０歳以上の女性 

肺がん検診とは？ 

胃内視鏡検査 

内視鏡を口から挿入し、食道、胃、十二指腸を直接 

観察します。 

胃がん検診とは？ 

大腸がん検診とは？ 

乳がん検診とは？ 子宮頸がん検診とは？ 

 

 

 

 



　　　　　入港日 　　　　　入港日

Jアラート試験放送 母島診療所医科休診（～17日）

第40回村健康診断予約開始（～16日） 母島診療所歯科休診（12/6）

母島防犯ゲートボール大会申込〆切 人とペットの共存シンポジウム（母島）

定期予防接種 行政相談

子育て相談（父島） 小笠原小学校展覧会申込〆切

年末調整説明会

ドローン申込〆切

管理計画・アクションプラン改定WG

小笠原村健康診断（母島～18日）

母島小中学校学芸会 ミズナギドリレスキュー講習会（母島）

眼科専門診療（父島～8日※5日除く） 小笠原高校土曜剣道教室

人とペットの共存シンポジウム（父島）

　　　　　出港日 　　　　　出港日

子育てセミナー（父島） 簿記検定試験日

小笠原高校土曜剣道教室

母島防犯ゲートボール大会 シロアリ対策事業申込開始（～12/5）

小笠原中学校学習発表会 小笠原村健康診断（父島～２５日）

南島外来植物駆除 行文線アンケート〆切

ミズナギドリレスキュー講習会（父島）

乳房山歩道通行止め開始（～22日） 国有林保護地域入林講習（父島）

インフルエンザ第２回（母島）

村ノヤギ駆除

乳幼児計測会（母島） 都ノヤギ排除

インフルエンザ第1回（母島）

村ノヤギ駆除

防災訓練

都ノヤギ排除

　　　　　入港日 　　　　　入港日

インフルエンザ第1回（父島） インフルエンザ第２回（父島）

都児童相談センター相談（母島～10日） ドローン講演会

電話による無料法律相談

乳幼児健診（父島） 潮路橋通行止め（～平成３０年２月下旬）

眼科専門診療（母島～11日） ジャズフェスティバル（父島）

アカギ等駆除ボランティア申込〆切（母島） 小笠原高校土曜剣道教室

ジャズフェスティバル父島屋台申込〆切 ドローン操縦講習会（～26日）

児童相談センター巡回相談（父島～12日）

小笠原高校土曜剣道教室 ジャズフェスティバル（母島）

　　　　　出港日 　　　　　出港日

母島巡回労働相談

小笠原高校授業公開週間（～17日） ギャラクティック・キッズ申込〆切

扇浦分譲地申込開始（～３０日） インフルエンザ第２回（母島）

Jアラート試験放送 ギャラクティック・キッズ

インフルエンザ第1回（母島）

保存水の配布（父島）

村民相談 　　　　　入港日

ヘルスアップ教室 小笠原村職員募集〆切（介護福祉士・放射線技師）

世界遺産管理計画改定作業部会 国有林保護地域入林講習（母島）

インフルエンザ第２回（父島）

水 30 木

29 水

15

14 火

13 月 28 火

12 日 27 月

11 土 26

25 土

日

金

木9 24 金

23 木8

10

水

火 22 水

21 火

7

月

6 月

5 日 20

4 土 19 日

3 金 18 土

木 17 金

16 木

2

1 水

日付 曜日 行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

文化の日

勤労感謝の日


